






























に発行された『美術新報』一二巻二号に掲載された「文展出品者親睦会出席者紀念撮影」である。それは、同年十 月十七日、上野公園内精養軒にて写された洋画家たちの集合写真である。その前から二列目右端 、 五姓田義松
（一八五五一九一五）


































































た義松では が、画技としては充実した頃でもあり、初学 黒田に軽んじられるほど拙かった ずはない。黒田なりの眼は育っていた最中にせよ、義松の真価をはかることはまだ難しかったのではないか。　
この十九年の言及の後、二人の交流が格段の深まりをみることはなかったようで
ある。 『黒田清輝日記』や五姓田義松の滞仏時 各種史料にも、両者 名を見ることがない そして、一足早く義松が明治二十二年
（一八八九）
に帰国する。洋画排

























































をまとめた同記事で、フランス時代の交友 語る中で義松が登場し 「今で 横浜に引込んで居る」とある。確かに、この頃 は横浜に住まい、ひそやかに活動していた。しかし、公の活動はほとんどなかったといってよく 画壇のいずれ とやりとりをしていたという記録もな 。明治三十六年 白馬会展覧会 で 邂逅から三年後の記事である ら こ 間にやり りがあったのか判然と ないもの 、黒田が何らか 経緯から義松の動向を耳にしていた可能性がこの記述 ら浮き上がる。そして、いよいよ翌明治四十年
（一九〇七）
の第一回文部省美術展覧会あたり




挿図 （　初代五姓田芳柳《西南役大阪臨時病院負傷兵施術光景》　明治 （（ 年　東京藝術大学





























まず、全体を通じて印象的だったのは、さほど字の乱れがない点である。 者の管見の限り 字そのものだけにこ われば パリ時代 書簡や日記など 方がより乱れが激しい。むしろ本書簡群に認められる字 誤記は多く 決して流麗 はないけれども、酒毒に侵されるとか、精神疾患を抱え かのような印象 受け い。太くしっかりとした筆の運びには、貧しいなが も市井に確かに暮らしたひとり 人間を感じることができる。　
加えて、内容面を通読した時の第一印象として目を見張ったのは、その交渉力で
ある。 旧作販売が義松の生活に大きな割合を占 ていたことは次節にて詳述するが、その喫緊の課題を解決しようとするがために、言葉を重ね、頻繁に書簡を送り、購入してくれ よう黒田に迫る。そのような重厚なやりとりは、やや すれば偏執的な性格を想起するかもしれない。げんに明治四十三年は黒田におそらく避けられ旧作販売が叶わなかったわけだから、そ ような側面を否定するも ではない。しかし一方で、交渉を重ねるといった計画性 社会性を義松が身に着け、実践して
たことを確認する意味は大きい。時に文中にフランス語を挿入させ、黒田にパリ時代という共通点を見出すよう演出するなど巧みな点も認められる。先にも挙げた従来の義松像には、職人気質とい 言葉にしばしば付随する気難しさ、人付き合いが苦手という印象がつきまとっていたように思える。それが不遇の後半生の一因だろうと強く考えられていた。その性向を全否定する意図もない 、 より注目すべきは義松が交渉力を発揮し、後述する成果を自身で導き出した点である。こ 計画性や社会性は父である初 五姓田芳柳らの活動などから学び取っ と推測され、その青年期からの人物像も再検証するよう本書簡群の考察 促すものである。　
以上概観したように、否定的な印象が強いため、本書簡群は公開が消極的だった









































































画家の生涯 考え、軽々に評価するのも狭量だろう。それこそ黒田清輝が美術教育や美術行政の側面で評価さ て るように、多面的に活動を理解し評価する余地があってもよい。つまり稿者が主張した のは、旧作販売 かける行動と の成果を肯定的に評価することにより、義松の後半生は肯定的な解釈が可能になる いうことである。義松が自らの恥を忍んでも、作品を残そう した意志 以上の 成果を支えた原動力について、本節では具体的 考察していきたい。　
先の各年度の販売総額の推移を背景として、本稿末の関連年表を見ても明らかな






では、何故 その後も購入を進めるこ になったのか。ここ 要点となるのは購入された作品の性格であり、義松渡仏以前の作品 に関心が向 てい ことがわかる。 以上の変化は黒田 意向が重要なこ から次節でまとめて検証するこ として、


















本節では義松に焦点をあわせ引き続き議論を展開したい。そしていま考察を進める要点は、義松が黒田の意図をどれほどに理解していたのか、ということである。結論からいえば、単に借金返済のために手っ取り早く作品を現金化することだけを目的としたので なく、むしろ義松は自ら進んで学生の参考に資するために作品が供されることを願ったと考えられる。 その理由として二つの経験 指摘しておきた 。　
ひとつに、義松もまた弟子たちに教授した経験が明治初頭の日本であり、同時に







う。そして、彼がパリやロンドンで学習した現場 まさに作品 保存と公開を両立した美術館だった事実を忘れてはなるまい。そこで数々のオールドマスター 模写することで生計をたてた義松が、本人の主張に相当する明確な文書こそ存在しないからといって、作品 残すことの意義や意味に無関心だったと考える方が不自然である。むしろ、国家や社会の中に自身の作品をどう残し伝えるのが適当かという課題に、同時代の日本人画家と比較して明らかに意識的だった 考えるこ のできる要素が、その生涯に満ちている　
義松のこの記憶がそのまま晩年期の作品売却に働きかけたと安易 結びつけるの




























よそすべての種類、そして主だったところは没後一〇〇年展で総覧できたと考えられ、 うやくそ 実像や真価が認められる機会となっ 。　
以上の展覧会からも明らかなとおり、義松作品の所蔵数からいって、以下の三機
関が主だったところといえる。すなわち、東京美術学校コレクションを継承する東京藝術大学、宮内省由来の作品を継承する宮内庁、そして没後遺族が手放した作品群をおよそまとめて購入し 神奈川県立歴史博物館である。 その所蔵機関 特徴 、義松の活動期間の区分と照ら 合わせて考えてみ と興味深い 義松の画業は明治初頭から同十三年の渡仏まで、同十三年から帰国する同二十二年まで して帰国後から大正四年に没するまでのお 三期に分類される。以上をまとめ と、次のようになる。



































があるということである。質の高い作品を納めた宮内庁には、一定数は所蔵されているものの、小品が伝わるわけではなく、滞欧期の作例も所蔵されていない。神奈川県立歴史博物館は義松没後、さらに 息子義彦没後 収集でもあるため、注文や公開を主とした制作が少なく、従って油彩画が少ない。同機関の滞欧期に付された記号△はそのことを示している。そして、本稿で言及する東京美術学校由来のコレクションを継承する東京藝術大学は、義松生前に黒田との関係で納入したものが大半であり、次節で言及する二つの傾向、すなわちフランスの 風 直接伝える滞欧期と明治洋画史を語る作品に限定される。　
以上、いずれも義松を理解するには不十分であると容易に理解されよう。また、






それにもかかわらず、後年、黒田が義松作品 東京美術学校に購入すること 決めた理由は何か。本節 考察を深めるのは、その動機や背景である。黒田が企図しのは、東京美術学校の学生に参考品として示すため、さらに明治洋画史形成を目的としたためだったと考えられる。この二点は絡みつつも 義松作品の収集に いて限定的に見れば、前者から後者へと収集方針の重点 推移したこ が確認できる。本節では特 後者への重心移動を主に論じながら、東京美術学校が収集した義松作品群の全容にも触れよう。　




















だが、実物作品が乏 状況が指導に大きな支障をきたすことも就任当初から意識していただろう。 というのも、 就任 た明治二十九年 第一回白馬会展 、 黒田は 《昔
































黒田も素早く購入を決めたのだろう。その後に続く は、前節ほかでも論究したとおり、 《操芝居》に付随して黒田に預け入れ 鉛筆画・水彩画等の一式 ある。そのため、必ずしもフランス 作風を展観す こ を目的とし も ではな ったかもしれない。 そ 、 次 まとまっ 納入となったのが、 明治四十二年十一月であり、
挿図 （　五姓田義松《操芝居》　明治 （（ 年　東京藝術大学
挿図 （　五姓田義松《西洋婦人像》　明治 （（ 年　東京藝
術大学











































あり、義松の意識が引き続き明治初期洋画の売り込みに と理解される。しかしその売 込みはすぐ は実を結ばず、同作が購入されるのは大正二年十一月のこと
挿図 （　五姓田義松《伊太利人半身像》　明治 （（ 年　東
京藝術大学
挿図 （　五姓田義松《婦人像》　明治 （ 年　東京藝術大学













































黒田は買い上げを決定したと推測される。そしてこの買い上げが、後の義松所蔵品を再び納入し始める呼び水となったのだろう 年末に、本稿冒頭で言及した肖像写真の集 があり、以後の納入につながっていく。この幽香所蔵 品 購入を含めてまとめると、 明治四十二年十一月の購入を最後に二年以上途絶えたのち、大正元年六月から大正三年十一月のおよそ二年 間に計四回の購入が果たされたことになる。比較すれば、集中的に購入を こなった事実が浮かびあがり、その背景には黒田による明治洋画史形成の意識があった とは明白
挿図 （　五姓田義松《自画像》　明治 （0 年　東京藝術大学
挿図 （　五姓田義松《三州豊橋》　明治 （（ 年　東京藝術大学



































るワーグマンについても素っ気ない記述に終わる。以上、総覧 て黒田による明治洋画史理解と発信 は、二つの特徴がわか 第一に は積極的 発信せず、かつ明治初期洋画には等しく冷淡 こと。第二に、その発信が本格化するのは明治四十年代のこ 、である。　
黒田の記述が冷淡になるのは必然で、彼自身が明治初期の日本で洋画を学ばず、
その歴史を語る材料を持たなかったためである。明治四十年代に語り始めたのは、その材料が揃い始めるのがその頃であり、かつ黒田が明治洋画史を意識 るきっかけがあったからと推測される。 きっかけと 、 にとっ 洋画の導き手山本芳翠の死だ と推定される。先にも言及した「山本芳翠氏の逸話
（中）
」の中で、
黒田は「明治絵画史を作る場合には多く 頁を君に割く価値がある」と語る ここに明確に「明治絵画史」 、おそらくは洋画史に限定されるだろう 、そのスパンとそこで重視される三つ 要件 示され 。第一に先駆者であ こと 第二に海外留学していること、第三に継続的に活動続けてい ことである。とかく黒田の意見が珍しいということではなかろうし、実の ころ、今日の画家評価も基礎的に これに準じて ると考えられる。そして、その理解に従うと、意外と多くの 家たち欠落する。たとえば義松をこの要件に照らし合わすと、第一 第二の要件を満たすものの、第三の要件は合致しない。歴史 理知的に向きあって いて 、具体性を欠き、黒田に限界があることを証する記述である。　
語り部としての役割を満足に果たせない黒田だったが、他方、彼は東京美術学校
を舞台に、作品を集め展示する 行為 明治洋画史 構築に積極的に働いた
挿図 （0　五姓田義厚《自画像（十三歳）》　明治元年　東京藝術大
学






























































像を具体化し、明治洋画史形成の営みの一端を明らかにした。今一度、冒頭で紹介した写真に言及 て結びとしたい。冒頭において、記念写真の中に義松がいるわけと黒田と並び座っているわけの二つを謎として提起した。同書簡群が明示するとおり、明治四十一年以後、義松は東京美術学校に旧作を売却して収入を得ようとしたがために、同校への仲介者でありかつ実質的な決定権をもつ黒田に接近し交渉し続けてい 。第二節で言及したとおり、義松は晩年期、新作 売れ行きが悪く、旧作の価格が新作よりも高いという現状を受け、 その売却に奔走したことがうかがえる。その密なるやり取りが本書簡群の語る ころである。残念ながら、明治四十五年すなわち大正元年当時の書簡こそないものの おそらく写真が写された大正元年頃も少なからずやりとり あった 想像される。その推測の蓋然性は、第三節で論じた大正二年の購入再開 いう事象からも高まろう　
以上の考察から、義松は黒田を頼り、そして黒田が義松を支持したあらわれが冒










て義松は師であ のだが、その時の交友関係を優先したに違い い。平木の写る向かっ 左側には、小山正太郎や吉田博がお 、またそ 前 は、森鷗外や松岡壽が写る。すなわち、不同舎から明治美術会 そして太平洋美術会へ続く面々がの周囲に位置している。平木は五姓田工房解体時、既に一人前の画家 して、ま様々な仕事を引き受けながら活動し いた。明治美術会に参加し、太平洋美術会が








そベテランの域ながら、大正元年当時はいまだ画壇で活動してい 画家だったといってよい。よって、ほぼ画壇から降りた義松と並ぶことが難しかったのだろう。一方で、彼らはやはり黒田の対抗軸だった小山正太郎と浅井忠らの系譜にも連なることから、黒田との距離感をどうしてもと てしまったのだろう。そして、いずれにも属さない 属すことのできない義松は既に歴史上の人物だったともいえ、そのような存在は超党派的な結社 代表 担 黒田にこそ寄り添うしか術がなかったのだろう。　
二人をつなぐ書簡と写真。その二人の交流の結果形成されたコレクションは、そ























































先は西洋画科助教中村勝次郎であるとの指摘がある（前掲註４福田徳樹「東京美術学校における明治・大正年間の西洋画収集」 、一七九頁参照） 義松側の記録『潤筆料受領』 は東京美術学校とされていること、中村自身 黒田 義松との仲介役を担ったことが明治四十一年十一月二 五日付書簡（
No. 二十一〇三六）ほかからも












その頃の作例と知られる目立 傾向は 油彩による肖像画、油彩によ 富士、そして水彩による風景画であ 。いず も注文制作であり、注文主の意図が反映され






























たとえばまた宮内省に献上した作品として、 《ナイアガラ景図》 《田子之浦図》 《加


































































































































































































































































　　（ 月 （（ 日		 義松、白馬会展を観覧。会場で黒田と久しぶりの邂逅※１
明治 （0 年　（（0（
　　（0 月	 	 第 （ 回文展。義松出品。
明治 （（ 年　（（0（
　　（ 月 （ 日	 	 「一百円　東京美術学校　陸々医手術ノ図掛亡父筆」※２
　　（ 月 （（ 日		 白馬会開会の日を尋ねる〔書簡No.（（-0（（〕
	 	 □この間に、義松は黒田の館を訪ね、直接会っている模様。この時義松の旧作を義松が売り込んだのか、
	 	 黒田が所望したのかは不明。
　　（0 月 （0 日	 義松の「旧写生画」を明後日（（（ 日）に黒田の許ヘ届ける旨伝える〔書簡No.（（-0（（〕
　　（0 月 （（ 日	 義松、黒田の許を訪ねた模様。
　　（0 月 （（ 日	 明後日（（（ 日・火曜日）に訪問する旨の連絡。その折りに預けている写生画、また《操芝居》の売却
	 	 について相談したいと申し入れる〔書簡No.	（（-00（〕
	 	 □この間に、黒田から返信があった模様。金曜日土曜日（（0 日 （（ 日）の午後であれば在宅であり、義
	 	 松の来訪を待つという旨と推測される
　　（0 月 （（ 日	 風邪を引いたため訪問できない旨詫びる連絡。書面の中で売却代金の詳細を記す。《操芝居》と写生画
	 	 （（ 枚とであわせて （00 円という申し入れ。また年明けの支払という具体的な提示が黒田側から既にな
	 	 されていたことに対して、年末に借金の取り立てがあるため （00 円だけでも先に支払って欲しいという
	 	 歎願がなされている〔書簡No.	（（-00（〕
　　（（ 月 （（ 日	 《操芝居》を近日中に東京美術学校に納入しにうかがう旨の連絡。その制作の苦労話を記す。知人にモ
	 	 デルを頼みポーズをとってもらったこと、その謝礼金として （（0 フラン以上支払っていること。また、
	 	 この絵画売却について仲介等をつとめた人へ謝礼金を支払いたい旨などを記しつつ、本作の代金として
	 	 （00 円ないしは （（0 円と申し入れる〔書簡No.	（（-0（（〕
	 	 □この間に、黒田より義松宛に、《操芝居》の買い上げについて連絡を入れた模様。
　　（（ 月 （ 日		 《操芝居》が東京美術学校に買入られる件の連絡が入ったことを喜ぶ旨の礼状〔書簡No.	（（-0（（〕
　　（（ 月 （（ 日	 「二百円　美術学校　ギーヨル図油画未成」※２




　　（（ 月 （（ 日	 礼状。（（ 日、義松は東京美術学校に出向き、《操芝居》売却により代金を受領した旨伝える〔書簡No.	
（（-0（（〕
明治 （（ 年　（（0（
　　（ 月 （（ 日		 □義松、黒田を訪ねるも不在。
　　（ 月 （0 日	 義松は （（ 月以来、風邪をひき、両者の間は連絡が途絶えていた。白馬会の出品を希望し、具体的な手
続きについて問う。さらに、昨年預けた絵画の代金を来月下旬に頂戴したい旨を伝える〔書簡No.	（（-
0（（〕
　　（ 月 （（ 日		 「百十五円　美術学校ヨリ　旧写生画張交（大小）五枚」※ （
　　（ 月 （（ 日	 既に東京美術学校に預けている「三種取交絵画」を減額しようともすべて買い上げされたく、黒田に依
頼する内容。年不詳書簡〔書簡No.	（0-00（〕
　　（0 月 （ 日	 □義松、黒田を訪問。新たな作品売却について相談した模様。









　　（0 月 （（ 日	 黒田からの来信に対する礼状。黒田に預けている油彩画の如何について問い、また代金の金額と支払
日について確定した場合知らせて欲しいと願い出ている。さらに、履歴書を近日中に作成し提出する旨
を伝える〔書簡No.	（（-0（（〕
　　（0 月 （（ 日	 支払を催促する書簡〔書簡No.	（（-0（（〕
　	 □黒田より来信あり。（、（日の間多忙だという内容の模様。義松を避けるためか





　　（（ 月 （（ 日	 「百二十九円　美術学校ヨリ　仏国巴里ニ於テ写生エチウド油画婦人二枚、明治初年束写小形三枚、同
ク日本婦人一枚」※ （
明治 （（ 年　（（（0
　　（ 月 （（ 日		 無沙汰を詫びる書簡〔書簡No.	（（-（（（〕
□この間に、義松、黒田を訪ねるも不在。
　　（ 月 （ 日	 明治 （、（年頃の写生油画を発見したので御覧に入れたい旨の申し入れ。その他、渡辺（文三郎か）の
古い写生画もあり、それらを届け話がしたいのでいつ都合が良いか問う〔書簡No.	（（-0（（〕
　　（ 月頃	 義松制作の旧作水彩画油彩画、渡辺の水彩画を黒田に預けた模様。黒田：（ 月 （ 日～ （ 日鎌倉に滞在
※ （
□この間に、黒田より義松宛に来信あり。黒田：（ 月から （月まで日記存在しない。
　　（ 月 （ 日	 作品売却の手順について、黒田からの申し入れを受け入れている。あわせて東京美術学校校長が帰朝の
節の働きかけを願い入れ、近日中に会いたい旨も申し入れる〔書簡No.	（（-0（（〕
　　（ 月 （（ 日	 黒田となかなか会えないことを『朝顔日記』になぞらえている。「異な物」を考えついたので、是非会
って相談したいと申し入れる〔書簡No.	（（-0（（〕
　　（（ 月 （（ 日	 正木東京美術学校長が帰朝したことに際して、預けている水彩画や油彩画の処遇（買い上げ）について
具体的に打合せがしたいので、その日程について問い合わせる〔書簡No.	（（-0（（〕
　　（（ 月 （（ 日	 義松、黒田を訪ねるも不在。
　　（（ 月 （（ 日	 今年 （月に預けた水彩画油彩画など計 （（ 枚 （（0 円、渡辺の水彩画 （枚 （0 円、計 （（0 円の代金を来月中
旬に頂戴したいと申し入れる〔書簡No.	（	（-0（0〕


















　　（（ 月 （ 日	 明日面談したい旨申し入れる書状。年末の借金返済を達成したいため、旧写生画などの代金を支払って
欲しいというのが趣旨〔書簡No.	（（-0（（〕
　　（（ 月 （ 日	 義松、黒田を訪ねるも不在。
　　（（ 月 （ 日	 書状により、改めて申し入れ。借金に苦しんでいるため、代金の半額あるいは三分の一でも年内に支払
って欲しいと申し入れる〔書簡No.	（（-0（（〕
□この間に中村からの来信。おそらく、義松の売り込みを却下するという内容だった模様。
　　（（ 月 （（ 日	 義松、黒田の許を訪ねる。黒田不在の中、預けていた作品を引き取った模様。








　　（ 月 （（ 日	 東京美術学校による買上か。『潤筆料受領』に未記載。
　　（ 月 （（ 日	 渡辺幽香が、石版画業中村某氏と黒田のもとを訪れる※ （
　　（ 月 （（ 日	 黒田、幽香所有の油彩画を受け取る※ （
　　（ 月 （（ 日	 東京美術学校、幽香所蔵の油彩画 （ 点を買い上げ。
　　（（ 月 （ 日		 『美術新報』（（ 巻 （ 号に掲載された「文展出品者親睦会出席者紀念撮影」に義松と黒田は隣り合ってう
つる。
大正 （ 年　（（（（
　　（ 月 （（ 日	 目録を提出するため、義松、黒田のもとを訪問※１・２
　　（ 月 （（ 日		 「三十七円　東京美術学校　横浜亀ノ橋通油画、同ク婦人ノ像明治七年揮毫」※２
　　（ 月 （ 日	 義松、鎌倉滞在中の黒田を訪ねる※１
　　（（ 月 （（ 日	 「八十円　東京美術学校　明治十年自像　巴里ニ於テ画シエチュド二面　其油画参考品　此内十円ヲ渡
辺芳柳へ贈ル」※２
大正 （ 年　（（（（
（ 月 （ 日	 義松より年賀状〔書簡No.	（（-0（（〕
（ 月 （（ 日	 目録を前年と同じく、一度、黒田に預けたか※２。黒田日記では詳細は確認されず。
	 （（ 月 （（ 日	 「四十五円　美術学校　モデル老人半身巴里ニテ画シ油画」※２
大正 （ 年　（（（（
　　（ 月 （ 日	 	 義松、没。
　　（ 月 （0 日	 黒田、白金専心寺にて初七日法要及び埋葬に臨席※１
　　（ 月 （（ 日	 黒田のもとに、黒田鵬心がとりまとめた弔慰金を持参する。翌 （（ 日、この弔慰金のことを取り計らう
※１
　　（ 月 （（ 日	 義松の息子義彦、黒田に義松の遺品売却を依頼※１
大正 （ 年　（（（（
　　（ 月 （ 日	 黒田、水彩画沿革展出品のため、真野紀太郎に「五姓田義松君ノ作品五点貼交モノ一枚」を貸し出す
※１
大正 （ 年　（（（（
　　（ 月 （（ 日	 黒田、義彦に「預リ物」を返却する※１
昭和 （ 年　（（（（
　　（ 月 （0 日	 東京美術学校、義彦より計 （0 点を買い上げ。
















































































































































明治 （0年 （（ 月 （（ 日買上※１（誤記か）
明治 （（ 年 （（ 月 （（ 日「ギゝヨル図油画
未成」※２
明治 （（ 年 （ 月 （（ 日買上※３
未詳	※４
明治 （（ 年 （ 月 （（ 日買上	※３	
明治 （（ 年 （ 月 （（ 日買上	※５




































明治 （（ 年 （（ 月 （ 日買上※５






自画像（十三歳） キャンバス・油彩 （ （（.（ × （（.（
明治元年
（（（（（）




















































































































































明治 （（ 年 （ 月 （（ 日、渡辺幽香より買
上	※８
大正 （年 （月 （（ 日買上※９
大正 （年 （月 （（ 日「横浜亀ノ橋通油画、
同ク婦人ノ像明治七年揮毫」※ （0
大正 （年 （月 （（ 日黒田清輝より寄贈
※ （（
大正 （年 （（ 月 （ 日買上	※ （（
大正 （年 （（ 月 （（ 日「明治十年自像巴
里ニ於テ画シエチード二面　其油画参
考品」※ （（
大正 （年 （（ 月 （ 日買上	※ （（
大正 （年 （（ 月 （（ 日「モデル老人半身
巴里ニテ画シ油画」※ （（
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農家 紙・水彩 （ （（.（ × （（.0

























































昭和 （（ 年 （ 月 （（ 日渡辺幽香寄贈
※ （（
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